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※デイホームさくゆりは通常営業となっていますが、感染症対策のためご利用者以外の施設利用を

お断りさせていただいております。引き続き、ご理解、ご協力のほど、宜しくお願い申し上げます。 

社会福祉法人  利島村社会福祉協議会 

デイホームさくゆり /  ケアプランセンター木春 

利島村地域包括支援センター 

 

 

 

 

パンフレットは、 

利島村社協に 

ございます。 

利島村社協では共同募金の一環として、来月 12月 1日から 12月 31日まで地域歳末たす

けあい運動・地域福祉活動募金を行います。 

今年度も新型コロナウイルスの感染症対策のため、下記のとおり実施いたします。 

・個人宅への戸別訪問は行いません。 ・職場での募金にご協力をお願いいたします。 

・募金箱を、「役場」「郵便局」「農協」「社協」に設置いたします。 

※共同募金運動に対す寄付金は、個人、法人ともに税制上の優遇措置があります。 

 

ご理解、ご協力のほど、よろしくお願いいたします。詳しくは社協までご連絡ください。 

【お問い合わせ】 利島村社会福祉協議会 ☎04992-9-0018（担当 富井） 

Q2：募金はどう使われているの？ 

A2：集められたお金は共同募金会へ送金し、翌年度配分されます。利島村では社

協が高齢者の方や障がい者の方の「理髪事業」や、高齢者の方や障がい者の

方、乳幼児の方の「排泄補助用品等購入代金助成事業」の財源とします。 

Q1：昨年度はどのくらい集まったの？ 

A1：募金箱と職域のご協力で、95,315円の募金が集まりました。 
赤い羽根 Q＆A 

令和 3年度 

地域歳末たすけあい運動・地域福祉活動募金 

 ～つながり ささえあう みんなの地域づくり～ 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

チャイルドシート寄贈事業 

1. 事業の目的と効果：乳幼児を車両に乗車させて移動する際の安全を守ることを目的として、      

乳幼児がいらっしゃるご家庭の福利の向上を図ります。 
  

2. 対象者：利島村にお住いの乳幼児（0歳～6歳未満） 
  

3. 価格：10,000円（税込み）を上限とします。 

      ※上限の 10,000円を超えるチャイルドシートを購入される場合は 10,000円を補助します。 
  

4. 利用方法：①対象者を養育する保護者が申込書を提出する。 

         ②申込者ご自身で購入した場合は、購入後に領収書等の写しを提出してください。 

確認後に代金を補助させていただきます。 

※当会の買い物サポート事業での購入も可能ですのでご相談ください。 
  

5. 注意事項：①申込みは 1世帯 1回のみとします。 

         ②本事業を利用して購入したチャイルドシートの転売は、禁止します。 

＜お問い合わせ＞利島村社協事務局 ☎ 04992-9-0018 

（5月号より、毎月の社協だよりに住民向けの支援事業について順次詳しい内容を掲載しています。） 

利島村内の赤い羽根共同募金が 10月 31日で終了しましたので、実績をご報告いたします。集まった募

金は大島地区協力会（東京都大島支庁）を通じて東京都共同募金会に送金いたします。 

 

来年度に配分を受け、本会の地域福祉事業（理髪サービス事業及び排泄補助用品等購入代金助成事

業）の財源として、高齢者の方や障がい者の方、またお子様への助成金とさせていただきます。 

 

募金箱への募金、職域での募金、法人としての募金に深く感謝申し上げます。 

 

①募金箱（４カ所） 23,519円 

②職域募金（６団体） 37,270円 

③法人募金（４法人） 40,000円 

合 計 100,789 円 

 

 

利島内でも、安全に配慮した移動を心がけましょう！ 

令和 3年度 赤い羽根共同募金のご報告 

～ご協力、誠にありがとうございました～ 

10月末日をもちまして令和3年度の赤い羽根共同募金が終了いたしました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 12月分 大島の白井理学療法士 による 個別リハビリ 予約受付中！  
 お 1 人様約 20 分間の予約制  住宅改修や福祉用具に関する相談も OK、お気軽にどうぞ！ 

 

①15:00-15:20 ②15:30-15:50 ③16:00-16:20 ④16:30-16:50 

⑤17:00-17:20 ⑥17:30-17:50 ⑦18:00-18:20  
 

『利島村地域包括支援センター』からのお知らせです 

12 月 6 日(月) 

＊ 悪天候や感染症対策等で中止となった場合は、
村内放送等で中止の連絡をいたします。 

以上の時間（①～⑩）よりご予約下さい。 

予約受付 ☏04992-9-0018（担当：三田） 

⑧ 9:10- 9:30 ⑨ 9:40-10:00 ⑩10:10-10:30  

 

無 料 

感染症の拡大防止のため、原則として 施術は居宅を訪問して実施 させて頂きます。 

12 月 7 日(火) 

野カラムシ自然織の会 

【活動内容】 

活動日：主に土曜日・日曜日 ※新型コロナウィルス感染症の影響により、活動を休止していました

が、１月末の展覧会に向けて、11月から再開しています。 

場 所：勤労福祉会館または地域交流会館 

主な活動：カラムシ織や染め 

お問い合わせ：前田千恵子  

本会では、カラムシの繊維を使った作品作りに取り組んでいます。 

このサークルは、 “利島で多く生息するカラムシを活用したい！”とい

う思いから、発足されました。 

カラムシとは、利島に多く生息しているイラクサ科の多年生植物で

す。その植物から繊維を紡ぎ、織り機を使ってコースターや名刺入れな

どを織っています。染めは、椿・明日葉・臭木・くわの実などを使って、カ

ラムシの糸を染めて風合いを楽しんでいます。カラムシ織りの起源は、

なんと縄文時代までさかのぼります。 

“野カラムシ自然織の会”では、織り機から利島オリジナルで考案して

作成しており、長年の想いが詰まった団体です。 

10 名前後の会員の多くがお子さんや家庭を持った方で、皆で和気あ

いあいと活動しています。 

 

 

 

 

 

↑カラムシ（枝の繊維を使う） 

 

【インタビューをしてみての感想】 

取材の中で、“学生時代にカラムシで編んだ制服を着ていた”という

人がいると聞き、大変驚きました。その方は知っている方なので、今

度お話を聞きにいこうかと思います！会への取材時は、活動再開初

日のために、普段より参加者数が少なかったそうですが、展覧会での

展示方法に工夫を加えるアイディアも面白く、展覧会が楽しみです。 

↑

利
島
独
自
の
織
り
機 

↑打ち合わせの様子 

 

興味がある方は、 

お気軽にご連絡ください！ 

10月号より、サークル紹介を掲載します！ 

 



 

＜ 職員募集 ＞ 

利島村社協では、通所介護やホームヘルプで

活動の補助や見守りをしていただける方を募集し

ています。1～3時間程度の短時間でもかまいま

せん。 

賃金 初任者研修修了者 時給 1,300円 

介 護 福 祉 士 時給 1,500円 

上記資格のない方 時給 1,150円～ 
  

＜ 配布スタッフ募集 ＞ 

社協の広報誌「社協だより」を毎月、全戸配

布していただける方や団体を募集しています。 

報酬 全戸配布 1回あたり 4,750円 
  

※関心のある方は、社協（担当：富井）迄ご連絡下さい！ 

 

＜ 編集後記 ＞ 

 感染症のリスクも減り、世代間交流が少しずつ増え

てきました。ご利用者様は、血圧がいつもより高くても

（数値的には許容範囲内なのでご安心を！）、それで

も会いたいと楽しみにしている姿が印象的でした。久

ぶりで緊張したのでしょうね。感染症対策を行いなが

ら、気を緩めず続けていきたいと思います。   佐藤 

デイホームさくゆり  
だ よ り 

＜ 事故・ヒヤリハット報告件数 ＞ 

事故報告： 1 件、ヒヤリハット報告： 4 件 

ご利用者様の目の前で、鍋からよそってお出ししました。 

午前は、ハロウィンの飾りを作りました！ 

目の書き方や、配置で個性が出ましたね。 

完
成
し
た
作
品
を 

壁
に
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ま
し
た
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利島保育園の劇を 

観に行きました！ 

ハロウィンの飾りのお礼メッセ

ージをもらいました。ご利用者

様もずっと笑顔でした(^O^)／ 

対面での交流は、 

なんと 2年ぶり！ 




